
 

 

 
 

１．事業の進捗状況等 

〇環境先進国ドイツのバイオマス最新レポート（その１） 

千葉県では、平成１７年度からドイツ連邦共和国デュッセルドルフ市との交流を進めて

おり、同市との政策協議を行うほか、現地で毎年開催されているイベント「日本デー」に

出展して千葉県を市民等へ紹介することで、同市との友好関係を深めています。 

また、本県の施策をさらに推進させるため、欧州の各行政分野における先進的施策が展

開されている地域での政策対話や現地視察を行っています。 

今回のデュッセルドルフ市への訪問では、環境分野からバイオマスプロジェクトチーム

の職員が１名参加しており、５月３０日～６月９日にかけて、ドイツ国内での資源循環型

社会構築に向けたバイオマス利活用の先進的取組みを調査してきました。 

 現地視察等の概況は、以下のとおりです。 

① デュッセルドルフ市、デュッセルドルフ都市株式会社（ガラット熱供給発電施設） 

② ＵＦＯＰ（国内の菜種増産からバイオディーゼル市場拡大までを推進した団体） 

③ バイオエネルギー村ユーンデ（地域バイオマスによって熱・電力を自給する村） 

④ ＣＡＲＭＥＮ（産学官が連携したバイエルン州のバイオマス促進ネットワーク） 

⑤ バイオディーゼル市場調査、ドイツ市民の循環型社会への意識等に係る聴き取り 

 具体的なレポートは、次号以降に報告しますのでご期待下さい。 

BPT（バイオマスプロジェクトチーム）だより No.３２ 

http://www.pref.chiba.lg.jp/syozoku/e ichihai/bio/biotop.htm
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２．普及啓発活動 

○ウィスコンシンフェスティバルでバイオマス

をＰＲ 

 ６月９日にプラザ菜の花（千葉市）で行われた

ウィスコンシンフェスティバル（主催：千葉ウィ

スコンシン協会）において、ＢＤＦやバイオマス

プラスチックを展示し、来場者に紹介しました。 

家庭から出る廃食用油で車が走ることや、とう

もろこしからできたプラスチック製のボールペ

ンや卵パックなどの紹介を興味深く聞いていた

だきました。 

 

 

○ＢＤＦで走る鉄道の試乗会 

６月１５日に、大多喜町でいすみ鉄道の試乗会

がありました。（主催：大多喜町役場） 

当日は、当チームから町民に対してバイオマス

の紹介をした後、実際に、大多喜駅～上総中野駅

間をＢＤＦ燃料を５％混ぜた、いすみ鉄道に乗り

ました。 

来場された方から、多数の地球の環境保全に関

する質問や意見をいただきました。 

 

 

～イベント予告～ バイオマス利活用推進シンポジウムを開催します。 
 

１．主催：千葉県 （財）千葉県産業振興センター 

２．日時：平成１９年８月３日（金） 午後1時～4時 30分 

３．場所：ホテルグリーンタワー幕張 4階ロイヤルクレッセント 

     千葉市美浜区ひび野2-10-3 TEL 043-296-1122 （京葉線「海浜幕張駅」徒歩2分） 

４．講演内容（予定） 

○基調講演 

「国産バイオ燃料の大幅な生産拡大とバイオマス利活用の更なる加速化」 

（農林水産省 大臣官房環境政策課 末松広行課長） 

○講演・情報提供 

・バイオマスタウン構想の紹介（旭市、大多喜町） 

・バイオマス先進国ドイツにおける利活用報告（バイオマスプロジェクトチーム） 

・バイオマス利活用事例紹介（（株）アグリガイアシステム、松戸テクノプラザ） 

・グリーン電力基金助成について（広域関東圏産業活性化センター） 

５．参加定員 先着200名（無料） 

６．お問い合わせ先 資源循環推進課バイオマスプロジェクトチーム 043－223-2682 

 ホームページ http://www.pref.chiba.lg.jp/syozoku/e_ichihai/bio/biotop.htm 
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